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民生委員・児童委員の役割や活動内容について紹介する啓発
活動を実施します（民生委員・児童委員の紹介などは２面）。

「５月12日は民生委員・児童委員の日」「５月12日は民生委員・児童委員の日」

東京都民生委員制度誕生
　　　　100周年を迎えました
東京都民生委員制度誕生
　　　　100周年を迎えました

・「あきる野市ワーク・ライフ・バランス推進
　事業所」を認定…２面
・市内公立６中学校合同バンドマーチング演奏
　会開催…３面
・平成30年度市の予算をお知らせします…４面
・新たに２件が市指定文化財に！…６面

・「あきる野市ワーク・ライフ・バランス推進
　事業所」を認定…２面
・市内公立６中学校合同バンドマーチング演奏
　会開催…３面
・平成30年度市の予算をお知らせします…４面
・新たに２件が市指定文化財に！…６面

民生委員による見守り訪問の様子民生委員による見守り訪問の様子民生委員・児童委員キャラクター「ミンジー」民生委員・児童委員キャラクター「ミンジー」

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは市長公室にお問い合わせください。
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広報広報

世帯と人口 —平成30年４月１日現在—
世帯 35,241世帯（前月比　84世帯増）　　人口 80,925人（前月比 13人減）　　男 40,345人　　女 40,580人

民生委員・児童委員の役割や活動内容について紹介する啓発
活動を実施します（民生委員・児童委員の紹介などは２面）。

この制度は、東京の民生委員の始祖である「救済委員制度」が大正
７年に発足してから平成30年で100周年を迎えました。
この制度は、東京の民生委員の始祖である「救済委員制度」が大正
７年に発足してから平成30年で100周年を迎えました。
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市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︵
仕
事
と

生
活
の
調
和
︶
の
推
進
を
目
的
と
し
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取

り
組
む
市
内
の
事
業
所
な
ど
を
認
定

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
㈲
サ
ニ
ー
シ
ス
テ
ム
を

あ
き
る
野
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
推
進
事
業
所
に
認
定
し
ま
し

た
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

て
い
る
市
内
70
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
各
担
当
地
域
で
福
祉
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
関
係
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
委
員
の
自
宅
に
は
、
﹁
東
京
都

民
生
委
員
・
児
童
委
員
﹂
の
門
標
が

掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
各
地
域
を
担
当

す
る
委
員
は
、
お
問
い
合
わ
せ
す
る

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︵
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
︶
。

　●

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
安

　
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち

　
へ
の
声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　●

医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子

　
育
て
の
不
安
、
失
業
や
経
済
的
困

　
窮
に
よ
る
心
配
事
な
ど
、
様
々
な

　
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　●

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支

　
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
な

　
ど
地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ

　
役
を
し
て
い
ま
す
。

　●

様
々
な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う

　
に
、
勉
強
会
や
関
連
施
設
の
視
察

　
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　●

主
任
児
童
委
員
は
子
ど
も
に
関
す

　
る
支
援
を
専
門
的
に
担
当
し
て
い

　
ま
す
。
地
域
担
当
の
民
生
委
員
・

▽
石
澤
輝
安
氏
︵
上
宿
、
中
平
、
大

　
上
担
当
︶
☎
５
９
６
・
５
７
４
８

　
児
童
委
員
と
連
携
し
、
子
育
て
の

　
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
に
取

　
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ば
ん
そ

う
こ
う
な
ど
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時
　

　●

あ
き
る
野
と
う
き
ゅ
う
１
階
正
面

　
入
口
…
５
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　●

市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー
…
５
月

　
14
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
５
月
14
日
に
は
、
市
長
が
﹁
一
日

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
﹂
と
し
て

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
一
緒
に

　
P
R
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
認
定
証
交
付
の
際
に
行
わ
れ
た
、

対
談
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
長
　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
始
め
た

　
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

藤
井
取
締
役
　
ま
ず
、
求
人
を
出
し

　
て
も
働
き
手
が
な
か
な
か
来
な
い

　
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

　
働
き
方
を
改
革
し
、
ア
ピ
ー
ル
す

　
る
こ
と
で
、
﹁
私
も
こ
こ
で
働
き

　
た
い
！
﹂
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と

　
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
日
同
席
し
て
い
た
だ
い
た
事
務

　
を
担
当
し
て
い
る
小
坂
さ
ん
が
中

　
心
と
な
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
に
つ
い
て
考
え

　
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
様
々
な
現

　
場
に
出
向
く
の
で
、
そ
の
日
の
働

　
く
時
間
や
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ

　
い
て
は
、
本
人
が
決
め
る
こ
と
に

　
し
て
い
ま
す
。
職
人
の
皆
さ
ん
は

　
無
理
を
す
る
気
質
が
あ
る
の
で
、

　
休
む
こ
と
は
良
い
こ
と
な
ん
だ
と

　
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
有
給
休

　
暇
を
取
得
し
た
ら
﹁
褒
め
る
﹂
仕

　
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

　
思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

　
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
当
た
っ

　
て
は
、
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ

　
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
有
給
休
暇

　
の
取
得
率
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

市
長
　
確
か
に
職
人
気
質
の
方
に
つ

　
い
て
は
、
私
も
そ
の
よ
う
な
傾
向

　
に
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
っ

　
た
方
の
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上

　
へ
の
取
組
は
、
そ
う
簡
単
な
も
の

　
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

　
ま
ず
は
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

　
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ

　
大
学
や
専
修
学
校
な
ど
の
学
生
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
本

人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
で
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
延
期
期
間
が
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

　
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
︵
追
納
︶
で

　
き
ま
す
︵
承
認
年
度
か
ら
３
年
度

　
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

　
合
、
当
時
の
保
険
料
の
経
過
期
間

　
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
取
組

　
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

　
す
か
。

藤
井
取
締
役
　
残
業
し
な
く
と
も
安

　
定
し
た
給
与
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

　
み
な
し
残
業
制
度
を
取
り
入
れ
ま

　
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
残
業
で
稼

　
ぐ
と
い
っ
た
側
面
も
あ
っ
た
の
で

　
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
早
く
退
社
し

　
て
も
一
定
の
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

　
う
に
な
り
ま
す
。

市
長
　
小
坂
さ
ん
は
、
初
の
女
性
従

　
業
員
な
の
で
す
か
。

小
坂
さ
ん
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
育

　
児
の
都
合
で
前
職
場
を
退
職
し
、

　
新
し
く
働
け
る
と
こ
ろ
を
探
し
て

　
い
ま
し
た
。
偶
然
に
も
藤
井
社
長

　
に
お
会
い
し
た
の
で
声
を
か
け
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は

　
子
ど
も
も
幼
か
っ
た
の
で
、
フ
ル

　
タ
イ
ム
で
は
働
け
な
い
と
お
話
し

　
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
構
わ
な

　
い
と
快
く
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

　
た
。
働
き
や
す
い
職
場
な
の
で
助

　
か
っ
て
い
ま
す
。

　
関
田
正
幸
さ
ん
が
４
月
１
日
付
け

で
、
引
き
続
き
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

に
基
づ
き
、
人
権
相
談
や
人
権
の
考

え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間

　
に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
︶
。

▽
対
象
　
日
本
年
金
機
構
か
ら
﹁
平

　
成
30
年
度
国
民
年
金
学
生
納
付
特

　
例
申
請
書
︵
は
が
き
︶
﹂
が
届
か

　
な
い
方

▽
持
ち
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

　
る
も
の
、
は
ん
こ
、
学
生
証
か
在

　
学
証
明
書
、
年
金
手
帳
、
運
転
免

　
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の

▽
申
請
・
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
年

　
金
係
、
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合

　
窓
口
係
︵
申
請
の
み
︶
、
青
梅
年

　
金
事
務
所
︵
☎
０
４
２
８
・
30
・

　
３
４
１
０
︶

市
長
　
二
人
一
組
制
に
し
て
い
る
と

　
の
こ
と
で
す
が
、
人
員
の
確
保
は

　
難
し
く
な
い
で
す
か
。

藤
井
取
締
役
　
他
社
に
も
協
力
を
要

　
請
し
、
職
人
の
方
を
派
遣
い
た
だ

　
い
て
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。
同
業

　
他
社
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

　
助
け
合
え
る
関
係
性
を
築
く
よ
う

　
心
が
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
市
で
は
、
６
人
の
人
権
擁
護
委
員

を
人
権
身
の
上
相
談
員
に
委
嘱
し
て

お
り
、
人
権
思
想
の
啓
発
活
動
、
家

庭
の
悩
み
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
日

常
生
活
に
お
け
る
人
権
身
の
上
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
市
民
課
市
民
相
談
窓
口

　
係

　●

企
画
政
策
部
長
　
田
野
倉
裕
二

　
［
市
民
部
長
］

　●

市
民
部
長
　
大
久
保
丈
治
［
環
境

　
経
済
部
環
境
政
策
課
長
］

　●

子
ど
も
家
庭
部
長
兼
ね
て
福
祉
事

　
務
所
長
　
岡
部
健
二
［
子
ど
も
家

　
庭
部
子
ど
も
政
策
課
長
］

　●

会
計
管
理
者
︵
会
計
課
長
事
務
取

　
扱
︶
小
磯
弘
［
議
会
事
務
局
次
長
］

　●

議
会
事
務
局
長
　
山
際
由
晃
［
子

　
ど
も
家
庭
部
長
兼
ね
て
福
祉
事
務

　
所
長
］

　●

教
育
部
長
　
佐
藤
幸
広
［
教
育
部

　
生
涯
学
習
担
当
部
長
］

　●

教
育
部
生
涯
学
習
担
当
部
長
　
松

　
島
満
［
教
育
部
生
涯
学
習
推
進
課

　
長
］

　
現
在
、
３
月
定
例
会
議
の
本
会
議

　●

企
画
政
策
部
企
画
政
策
課
政
策
調

　
整
担
当
課
長
︵
再
任
用
︶
　
宮
田

　
賢
吾
［
企
画
政
策
部
長
］

　●

総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
　
田

　
代
千
穂
［
市
民
部
市
民
課
長
︵
増

　
戸
連
絡
所
係
長
事
務
取
扱
兼
ね

　
て
市
民
相
談
窓
口
係
長
事
務
取

　
扱
︶
］

　●

市
民
部
市
民
課
長
︵
増
戸
連
絡
所

　
係
長
事
務
取
扱
兼
ね
て
市
民
相
談

　
窓
口
係
長
事
務
取
扱
︶
小
澤
和
弘

　
［
健
康
福
祉
部
障
が
い
者
支
援
課

　
長
］

　●

市
民
部
徴
税
課
長
　
渡
邊
智
志

　
［
市
民
部
徴
税
課
長
補
佐
︵
徴
税

　
係
長
事
務
取
扱
︶
］

　●

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課
長
　
山

　
本
淳
史
［
環
境
経
済
部
生
活
環
境

　
課
長
］

　●

環
境
経
済
部
生
活
環
境
課
長
　
内

　
倉
厚
［
市
民
部
徴
税
課
長
］

　●

健
康
福
祉
部
障
が
い
者
支
援
課
長

　
山
根
悟
［
教
育
部
図
書
館
長
］

　●

健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課
長

　
遠
藤
文
寛
［
︵
公
財
︶
東
京
市
町

　
村
自
治
調
査
会
︵
総
務
部
総
務
課

　
長
︶
］

　●

子
ど
も
家
庭
部
子
ど
も
政
策
課
長

　
高
橋
玄
徳
［
総
務
部
情
報
シ
ス
テ

　
ム
課
長
］

　●

都
市
整
備
部
管
理
課
長
　
田
中
昭

　
二
［
西
秋
川
衛
生
組
合
︵
事
務
局

　
次
長
︶
］

　●

都
市
整
備
部
管
理
課
下
水
道
担
当

　
課
長
　
馬
場
功
［
都
市
整
備
部
管

　
理
課
長
］

　●

議
会
事
務
局
次
長
　
小
室
正
人

　
［
議
会
事
務
局
次
長
補
佐
︵
議
事

　
係
長
事
務
取
扱
︶
］

　●

教
育
部
生
涯
学
習
推
進
課
長
　
吉

　
岡
賢
［
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
長
］

　●

教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
　
長

　
谷
川
美
樹
［
健
康
福
祉
部
高
齢
者

　
支
援
課
長
］

　●

教
育
部
図
書
館
長
　
紺
藤
修
子

　
［
教
育
部
図
書
館
長
補
佐
︵
東
部

　
図
書
館
エ
ル
係
長
事
務
取
扱
︶
］

　●

西
秋
川
衛
生
組
合
︵
事
務
局
次

　
長
︶
森
田
昭
［
都
市
整
備
部
管
理

　
課
長
補
佐
︵
管
理
係
長
事
務
取

　
扱
︶
］

　●

宮
田
賢
吾
［
企
画
政
策
部
長
］

　●

市
川
勤
［
会
計
管
理
者
︵
会
計
課

　
長
事
務
取
扱
︶
］

　●

平
井
裕
［
議
会
事
務
局
長
］

　●

小
林
賢
司
［
教
育
部
長
］

の
模
様
を
配
信
中
で
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
市
議
会
﹂
か
ら

﹁
本
会
議
録
画
中
継
﹂
を
検
索
し

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
議
会
事
務
局

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成30年（2018年）４月15日　（２）

市
　
長
　
対
　
談

部
長
級

課
長
級

退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

男
女
が
と
も
に
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
あ
き
る
野
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　
　
　
　
　
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
所
」
を
認
定

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

市
議
会
本
会
議
の
模
様
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
（
録
画
）
で
配
信
中
！

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
関
田
正
幸
さ
ん

市
人
事
異
動
　
４
月
１
日
付
け
　
﹇
　
﹈
内
は
旧
職

あ
き
る
野
市

　
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
啓
発
活
動

民
生
委
員
・

　
　
　
児
童
委
員
の
主
な
活
動

石
澤
輝
安
氏
が
新
た
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

　
　
　
　
　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
・

　
　
　
児
童
委
員
と
は

問
合
せ
　
生
活
福
祉
課
庶
務
計
画
係

（
直
通
５
５
８
・
１
９
２
７
）

○事業所名　㈲サニーシステム

○代表者　藤井智

○所在地　二宮１１５６−２７

○事業内容　空調設備設計施工、

　住宅設備設計施工　ほか

○規模　７人

認定事業所の概要



　
４
月
１
日
付
け
で
、
市
内
小
・
中

学
校
の
校
長
・
副
校
長
に
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
︵
敬
称
略
︶
。

▽
校
長
︵
　
︶
内
は
旧
職

　●

東
秋
留
小
学
校
…
高
橋
志
夫
︵
多

　
西
小
学
校
長
︶

　●

多
西
小
学
校
…
田
中
雄
二
︵
福
生

　
市
立
福
生
第
三
中
学
校
副
校
長
︶

　●

南
秋
留
小
学
校
…
中
島
靖
二
︵
五

　
日
市
小
学
校
長
︶

　●

五
日
市
小
学
校
…
遠
藤
裕
孝
︵
南

　
秋
留
小
学
校
長
︶

▽
副
校
長
︵
　
︶
内
は
旧
職

　●

屋
城
小
学
校
…
小
原
太
一
︵
八
王

　
子
市
立
上
壱
分
方
小
学
校
副
校

　
長
︶

　●

草
花
小
学
校
…
竹
西
宗
晴
︵
奥
多

　
摩
町
立
古
里
小
学
校
主
幹
教
諭
︶

　●

東
中
学
校
…
大
澤
秀
吉
︵
青
梅
市

　
立
第
三
中
学
校
副
校
長
︶

　
小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
が
い

る
家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

教
育
費
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
保
護
者
に
学
用
品
費
、
修
学
旅

行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
教
育
費
の

▽
日
時
　
５
月
６
㈰
　
午
前
11
時

　
︵
10
時
30
分
開
場
︶

※
演
奏
は
約
40
分

▽
場
所
　
秋
川
体
育
館
大
体
育
室

※
鑑
賞
場
所
は
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
演
目
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ン
フ

　
ァ
ー
レ
、
ブ
レ
イ
ジ
ン
グ
マ
ー
チ
、

　
ラ
ン
ド
　
オ
ブ
　
メ
イ
ク
　
ビ
リ

　
ー
ブ
、
新
一
年
生
に
よ
る
選
択
曲
、

　
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

▽
持
ち
物
　
室
内
履
き

▽
そ
の
他
　
駐
車
場
に
は
、
限
り
が

　
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
教
育
総
務

　
係

　
市
内
の
特
別
支
援
学
級
︵
固
定
、

通
級
、
特
別
支
援
教
室
︶
、
都
立
特

別
支
援
学
校
の
概
要
と
就
学
相
談
な

ど
の
進
め
方
・
手
続
等
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

※
説
明
会
終
了
後
に
は
個
別
の
相
談

　
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
14
日
㈪
　
午
前
10
時

　
〜
正
午
︵
９
時
30
分
〜
10
時
受
付
︶

▽
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
３
会
議

　
室

▽
対
象
　
平
成
31
年
度
に
小
・
中
学

　
校
に
入
学
予
定
で
就
学
相
談
や
転

　
学
相
談
を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒

　
の
保
護
者

▽
問
合
せ
　
指
導
室
指
導
係

一
部
を
援
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
配

　
付
し
て
い
る
﹁
就
学
援
助
に
関
す

　
る
お
知
ら
せ
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。
届
か
な
い
方
は
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
小
学
校
１
年
生
に
は
、
入
学
式

　
後
に
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

　
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
教
育
総
務
課 

　
学
務
係

▽
介
護
保
険
料
の
改
定
︵
表
参
照
︶

　
65
歳
以
上
の
方
の
第
１
号
被
保
険

　
者
の
介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
人

　
口
や
要
介
護
認
定
者
数
、
介
護
サ

　
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み
量
な
ど
の
推

　
計
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
第

　
７
期
の
介
護
保
険
料
算
定
に
当
た

　
っ
て
は
、
保
険
給
付
な
ど
に
必
要

　
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
低
所

　
得
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
所

　
得
段
階
を
15
段
階
と
し
て
、
負
担

　
能
力
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
段

　
階
数
と
保
険
料
率
を
設
定
し
ま
し

　
た
。
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
30
年

　
度
の
介
護
保
険
料
額
や
納
め
方

　
は
、
７
月
上
旬
に
決
定
し
、
個
別

　
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
介
護
保
険
制
度
の
主
な
改
正
点

　●

４
月
か
ら

＊
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
…
共
生

　
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
つ
の
事
業
所

　
で
、
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
の
サ

　
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
取

　
組
で
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

　
業
所
の
指
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指

　
定
も
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
︵
逆

　
の
場
合
も
同
じ
︶
。

＊
介
護
医
療
院
の
新
設
…
新
た
な
介

　
護
保
険
施
設
と
し
て
、
介
護
医
療

　
院
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

＊
低
所
得
の
障
が
い
者
の
方
の
た
め

　
の
負
担
軽
減
…
一
定
の
要
件
を
満

　
た
し
た
方
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保

　
険
で
利
用
す
る
場
合
、
償
還
払
い

　
に
よ
り
、
利
用
負
担
分
が
軽
減
さ

　
れ
ま
す
。

　●

８
月
か
ら

＊
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担

　
割
合
の
見
直
し
…
65
歳
以
上
で
介

　
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
割

　
合
が
２
割
で
あ
る
方
の
中
で
特
に

　
所
得
の
高
い
︵
次
の
２
点
に
該
当

　
す
る
︶
方
は
、
３
割
負
担
と
な
り

　
ま
す
。

※
65
歳
以
上
で
本
人
の
合
計
所
得
金

　
額
が
２
２
０
万
円
以
上

※
本
人
を
含
め
た
同
一
世
帯
の
65
歳

　
以
上
の
方
の
﹁
年
金
収
入
＋
そ
の

　
他
の
合
計
所
得
金
額
﹂
が
１
人
の

　
場
合
、
３
４
０
万
円
以
上
、
ま
た

　
は
、
２
人
以
上
の
場
合
、
合
わ
せ

　
て
４
６
３
万
円
以
上

＊
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
支
払
い

　
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
負
担
軽

　
減
の
見
直
し
…
70
歳
以
上
で
﹁
現

　
役
並
み
所
得
者
︵
課
税
所
得
１
４

　
５
万
円
以
上
︶
﹂
の
方
は
、
医
療

　
と
介
護
の
自
己
負
担
合
算
後
の
限

　
度
額
︵
年
額
︶
が
新
た
に
３
つ
の

　
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
の
他
の

　
区
分
の
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　●

10
月
か
ら

＊
福
祉
用
具
貸
与
価
格
を
適
正
に
す

　
る
た
め
の
制
度
変
更
…
商
品
ご
と

　
に
貸
与
価
格
の
全
国
平
均
を
公
表

　
し
ま
す
。
そ
の
平
均
価
格
を
も
と

　
に
貸
与
価
格
の
上
限
額
を
設
定
し

　
ま
す
。
な
お
、
上
限
額
を
超
え
た

　
場
合
は
、
保
険
給
付
対
象
外
︵
全

　
額
自
己
負
担
︶
と
な
り
ま
す
。
ま

　
た
、
事
業
者
に
は
、
４
月
か
ら

　
﹁
貸
与
す
る
商
品
の
機
能
や
価
格

　
帯
の
異
な
る
複
数
商
品
を
選
択
肢

　
と
し
て
示
す
こ
と
﹂
、
10
月
か
ら

　
﹁
貸
与
す
る
商
品
の
全
国
平
均
価

　
格
と
そ
の
事
業
者
の
価
格
を
説
明

　
す
る
こ
と
﹂
の
２
点
が
義
務
付
け

　
ら
れ
ま
し
た
。

▽
問
合
せ

　●

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　●

低
所
得
の
障
が
い
者
の
た
め
の
負

　
担
軽
減
…
障
が
い
者
支
援
課
障
が

　
い
者
支
援
係

（３）　平成30年（2018年）４月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

フリーダイヤル☎0120－558－540［市内固定電話から利用可（050から始まる一部のIP電話を除く）］、有料ダイヤル☎558－7777（携帯
電話など、その他の電話から利用可）※下校時の放送など定期的に放送しているものを除き、放送の24時間後まで聞くことができます。

防災行政無線放送を
電話で確認できます

小
・
中
学
校

　
　
　
新
校
長
・
副
校
長

教
育
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
〜
就
学
援
助
〜

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
（
平
成
30
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
）
の
保
険
料
と

　
　
　
　
主
な
制
度
改
正
点

就
学
相
談
説
明
会

市
内
公
立
６
中
学
校
合
同
バ
ン
ド
　
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
会
開
催

表　第７期の所得段階別の保険料

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

（基準）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

第14段階

第15段階

120万円未満の方

120万円以上125万円未満の方

125万円以上190万円未満の方

190万円以上200万円未満の方

200万円以上290万円未満の方

290万円以上300万円未満の方

300万円以上400万円未満の方

400万円以上700万円未満の方

700万円以上1,000万円未満の方

1,000万円以上の方

対象者

保険料

割合 月額

2,100円

5,900円

6,300円

7,200円

7,700円

8,700円

9,200円

9,600円

10,100円

10,800円

11,500円

1.135

1.212

1.385

1.481

1.673

1.769

1.846

1.942

2.077

2.212

0.404

2,900円0.558

3,500円0.673

4,200円0.808

5,200円1.000

本人が住民税課税で、
前年の合計所得金額が

生活保護受給者及び世帯全員が住民税非課税世帯の老齢福祉年

金受給者。世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所得

金額と前年の公的年金等収入額の合計が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所得金額と前年

の公的年金等収入額の合計が80万円を超えて120万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所得金額と前年

の公的年金等収入額の合計が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税

で、本人の前年の合計所得金額と前年の公的年金等収入額の合

計が80万円以下の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税

で、本人の前年の合計所得金額と前年の公的年金等収入額の合

計が80万円を超える方

田中雄二校長



区分　予算額（構成比）
内容

凡例

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成30年（2018年）４月15日　（４）

一般会計歳入歳出予算額の内訳市民一人当たりの予算額 市民一人当たりの予算額

市税　106億1,917万円（35.3％）
市民税や固定資産税など

都支出金　50億9,063万円（16.9％）
都からの補助金など

国庫支出金
41億1,724万円（13.7％）
国からの補助金など

市債　17億5,966万円（5.9％）
施設の整備を行うためなどに
借りるお金

地方交付税　40億9,601万円（13.6％）
所得税、法人税、酒税などを
財源とする国からの交付金

諸収入　8億1,960万円（2.7％）
給食費など

地方消費税交付金
13億9,642万円（4.6％）
地方消費税を財源とする国からの交付金

使用料及び手数料
4億4,477万円（1.5％）
ごみ処理手数料など

その他　13億4,266万円（4.5％）
地方特例交付金など

民生費　134億4,731万円（44.7％）
子育て世帯、高齢者、体の
不自由な方の支援など

衛生費　32億2,821万円（10.7％）
ごみ処理、環境対策、健康管理など

土木費　27億492万円（9.0％）
道路や公園の整備・維持管理など

公債費　26億5,242万円（8.8％）
市が借りているお金の返済

総務費　24億9,280万円（8.3％）
庁舎などの運営管理、交通安全対策、
防犯対策など

教育費　29億8,033万円（9.9％）
学校教育や文化・スポーツの
振興など

消防費　14億7,024万円（4.9％）
消防団活動や災害対策など

農林水産業費
4億2,014万円（1.4％）
農林水産業の振興など

その他　6億8,785万円（2.3％）
観光・商工業の振興や
議会の運営など

13万1,125円

5万840円

6万2,859円

1万6,579円

16万6,047円

3万3,400円

3万6,801円

3万781円

3万2,752円

3万9,862円

1万8,154円

5,188円

8,494円

※「市民一人当たりの予算額」は、それぞれの予算額を平成30年１月１日現在の人口（80,985人）で割ったものです。

5万577円

2万1,728円

1万7,243円

1万121円

5,492円

分担金及び負担金　3億9,806万円（1.3％）
私立保育所保育料など4,915円

下 水 道 事 業

戸 倉 財 産 区

介　護　保　険

後期高齢者医療

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計

一 般 会 計

合　　　　計

△2.5

△5.5

△16.2

9.7

5.2

△0.7

1.1

△2.1

△12.8

△3.8

区　　　　分

300億8,422万円

208億9,784万円

88億2,369万円

19億8,440万円

62億4,994万円

447万円

35億5,462万円

4,000万円

2億4,072万円

509億8,206万円

平成30年度
対前年

  度比（％）

テレビ共同受信事業

秋多都市計画事業武蔵引田
駅北口土地区画整理事業

会計別予算

　平成30年あきる市議会第１回定例会３月定
例会議で、平成30年度一般会計予算と７つの
特別会計予算が可決されました。
　予算規模は、一般会計と７つの特別会計を合
わせて、前年度比3.8％減の509億8,206万円と
なりました。
　ここでは、平成30年度における予算編成の
概要、会計別予算、一般会計の歳入と歳出の主
な内容についてお知らせします。

<市税>
　前年度に比べ5,760万円、0.5％の減です。
市民税は、個人の納税義務者数や企業業績の
回復傾向による法人税割の増加に伴い増とな
るものの、固定資産税が、３年ごとに実施す
る評価の見直しに伴い減となることなどによ
るものです。
　個人市民税と固定資産税の合計で、市税全
体の83.2％を占めています。
<地方交付税>
　前年度に比べ1億634万円、2.7％の増です。
地方消費税交付金や固定資産税の減少、臨時
財政対策債償還費や高齢者福祉費、社会福祉
費の増加によるものです。

<都支出金>
　前年度に比べ1億5,284万円、2.9％の減
です。民間保育所や病児・病後児保育室
の整備終了に伴う補助金などの減少によ
るものです。
<国庫支出金>
　前年度に比べ2億2,373万円、5.2％の減
です。民間保育所の整備や臨時福祉給付
金給付事業の終了に伴う補助金などの減
少によるものです。
<市債>
　前年度に比べ7,530万円、4.5％の増で
す。防災行政無線デジタル化事業債や中
学校校舎整備事業債などが増加すること
によるものです。

　平成30年度の予算は、将来都市像である「人と

緑の新創造都市」の実現に向け、「後期基本計画」

に掲げるテーマと「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」に掲げる基本目標を踏まえ、重点的に取り組む

べき施策を計画的に推進することとし、特に安心・

安全なまちづくりの観点からできる限り施策を横断

的に構築するため、限られた財源の重点的かつ効率

的な配分に努め、編成を行いました。

平成30年度
　市の予算を
　　　お知らせします

<保健・福祉の充実>
・子育てひろば事業…3,736万円
・あきる野子育てステーションここるの運営事
　業…3,699万円
・保育所等ICT化推進事業…3,600万円
・保育所等児童安全対策強化事業…1,800万円
・障がい者就労・生活支援センター運営事業
　…1,734万円
・秋川流域病児・病後児保育事業…1,726万円
・保育従事職員宿舎借上支援事業…1,722万円
・乳幼児一時預かり事業…1,248万円
・秋川ふれあいセンタートイレ洋式化事業…213
　万円
・骨髄移植ドナー支援事業…21万円　など
<安心・安全なまちづくり>
・防災行政無線デジタル化事業…3億3,366万円
・ソーラー外灯整備事業…1,426万円
・ハザードマップ作成事業…459万円
・消防団防火衣整備事業…341万円
・自動通話録音機貸与事業…105万円
・ドローン総合活用推進事業…40万円　など
<都市基盤の整備>
・都道伊奈福生線道路整備事業…2億3,657万円
・橋梁補修事業…1億7,000万円
・武蔵引田駅北口土地区画整理事業…1億4,722
　万円
・秋川駅自由通路エレベーター設置事業…2,910
　万円
・河川災害復旧事業…2,500万円
・市道Ⅰ－９号線道路整備事業…2,050万円
・秋３・５・15二宮東西線整備事業…1,557万円
・道路災害復旧事業…400万円　など
<産業の活性化>
・雨間東郷前地区法面改修事業…5,000万円
・林道整備事業…4,597万円

・東京型次世代アグリシステム現地実
　証事業…2,918万円
・内水面漁業振興対策事業…2,330万円
・都市農業活性化支援事業…2,273万円
・創業就労支援事業…1,430万円
・加害獣侵入防止対策事業…588万円
・観光トイレ洋式化事業…482万円
・獣害防止対策共同研究事業…468万
　円　など
<観光・環境>
・秋川渓谷戸倉体験研修センター運営
　管理事業…2,416万円
・郷土の恵みの森づくり森林レンジャ
　ー事業…1,543万円
・小宮自然体験学校運営事業…1,499万円
・郷土の恵みの森づくり事業…1,230万円
・秋川渓谷観光プロモーション事業…1,129
　万円
・秋川渓谷観光経済統計調査事業…500
　万円
・生物多様性保全事業…431万円
・環境フェスティバル運営事業…232
　万円　など
<教育とスポーツ・文化の振興>
・御堂中学校校舎増築事業…7,806万円
・小中学校非構造部材耐震化事業…4,408
　万円
・学力ジャンプアップ事業…1,640万円
・秋川キララホールトイレ洋式化事業
　…689万円
・私立幼稚園保護者負担軽減事業…554
　万円
・小中学校体育館トイレ洋式化事業…416
　万円　など
<その他>
・証明書コンビニ交付事業…440万円
・国際姉妹都市提携20周年記念事業…
　433万円　など　

予算編成の方針

一般会計予算の歳出の主な内容

一般会計予算の歳入の主な内容

歳入 歳出
300億8,422万円 300億8,422万円
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し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
内
閣
府

に
よ
る
取
組
や
相
談
窓
口
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課

　
市
で
は
、
平
成
28
年
９
月
に
発
行

し
た
﹁
く
ら
し
の
便
利
帳
﹂
の
改
訂

版
を
官
民
協
働
で
作
成
し
、
９
月
に

発
行
し
ま
す
。
﹁
く
ら
し
の
便
利

帳
﹂
は
、
生
活
に
関
連
し
た
手
続

き
・
制
度
な
ど
の
行
政
情
報
や
市
の

歴
史
・
観
光
な
ど
の
地
域
情
報
、
医

療
機
関
関
係
の
情
報
な
ど
、
く
ら
し

に
役
立
つ
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
た
冊

子
で
あ
り
、
今
回
、
全
戸
配
布
す
る

に
当
た
り
、
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

し
ま
す
。

▽
発
行
月
　
９
月
︵
予
定
︶

▽
発
行
部
数
　
３
万
８
千
部

▽
ペ
ー
ジ
数
　
１
３
０
ペ
ー
ジ
︵
予

　
定
︶

▽
刷
り
色
　
全
ペ
ー
ジ
４
色
カ
ラ
ー

▽
問
合
せ

　●

く
ら
し
の
便
利
帳
に
関
す
る
こ
と

　
…
市
長
公
室
︵
直
通
５
５
８
・
１

※
詳
し
い
内
容
は
、
参
加
者
に
通
知

　
し
ま
す
。

▽
対
象
　
小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生

　
︵
小
学
校
２
年
生
ま
で
は
保
護
者

　
同
伴
、
市
外
の
方
参
加
可
︶

▽
募
集
人
員
　
９
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
１
人
１
回
千
円

▽
主
催
　
あ
き
る
野
菅
生
の
森
づ
く

　
り
協
議
会

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
27
日
㈮
ま
で

　
に
、
環
境
政
策
課
︵
五
日
市
出
張

　
所
内
︶
、
生
活
環
境
課
、
各
図
書

　
館
で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
兼
申
込
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
送
付

　
す
る
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま

　
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
︵
〒
１
９
０
ー

　
０
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎

　
５
９
５
・
１
１
２
０
︶

　
２
６
９
︶

　●

広
告
に
関
す
る
こ
と
…
㈱
サ
イ
ネ

　
ッ
ク
ス
︵
☎
５
４
８
・
１
５
５
６
︶

　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
ハ
ー
ダ
ン
ガ
ー
刺
繍

　●

日
時
…
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
　

　
午
前
10
時
〜
正
午
︵
祝
日
を
除

　
く
︶

　●

講
師
…
古
口
あ
き
子
さ
ん

　●

定
員
…
５
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
手
芸
用
は
さ
み
︵
あ
る

　
方
︶

　●

費
用
…
１
回
千
円
︵
材
料
費
別
︶

▽
ユ
ニ
ー
ク
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　●

日
時
…
５
月
１
日
か
ら
10
月
16
日

　
５
月
12
日
㈯
に
開
催
す
る
あ
き
る

野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

で
、
﹁
必
要
の
な
く
な
っ
た
人
か
ら

必
要
な
人
へ
の
橋
渡
し
の
場
﹂
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
品
再
利
用
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
ま
す
。
ご
家
庭
に
ま
だ
十

分
使
え
る
家
具
類
や
生
活
用
品
︵
電

気
製
品
を
除
く
︶
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日
会
場
に
展

示
し
、
抽
選
で
必
要
な
方
に
再
利
用

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
規
定
数
に
達

し
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
乗
用
車
で
運
搬
可
能
な
も
の
と
な

　
り
ま
す
。
た
ん
す
、
ベ
ッ
ド
、
学

　
習
机
な
ど
の
大
き
い
も
の
や
状
態

　
が
悪
い
も
の
は
、
回
収
を
お
断
り

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

　
サ
イ
ク
ル
係
︵
直
通
５
５
８
・
１

　
８
３
０
︶

　
３
月
の
セ
ミ
ナ
ー
で
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
たF

a
c
e
b

o
o

k

な
ど
の

S
N

S

、
ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
、
販
売
促
進
に
不
可
欠
なW

e
b

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
法
に
つ
い

て
、
再
度
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
14
日
㈪
　
午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
B
i
@
S
t
a
ス
モ
ー
ル

　
オ
フ
ィ
ス
︵
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
２

　
階
︶

▽
講
師
　
發
知
健
太
郎
さ
ん
︵
B
i

　
@
S
t
a
相
談
員
、
中
小
企
業
診

　
断
士
︶

▽
定
員
　
６
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
創

　
業
・
就
労
・
事
業
承
継
支
援
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
［
☎
５

　
１
８
・
７
７
７
８
　
午
前
10
時
〜

　
午
後
７
時
︵
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　
く
︶
］

　
ま
で
の
第
１
・
３
火
曜
日
　
午
後

　
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
古
城
久
美
生
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
な
ど
…
筆
記
用
具
、
録
音

　
機
︵
お
持
ち
の
方
︶

　●

費
用
…
月
１
５
０
０
円

▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
の
メ
ガ
ネ

　
ケ
ー
ス
作
り

　●

日
時
…
５
月
14
日
・
21
日
・
28
日

　
の
月
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

　●

講
師
…
佐
々
木
英
子
さ
ん

　●

定
員
…
５
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
裁
縫
道
具

　●

費
用
…
１
８
０
０
円
︵
材
料
費
別
︶

▽
習
字
教
室

　●

日
時
…
12
月
ま
で
の
第
２
・
第
４

　
月
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
︵
祝
日
を
除
く
︶

　●

講
師
…
古
城
麗
紅
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
習
字
道
具

※
貸
し
出
し
有

　●

費
用
…
１
回
千
円
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開
戸
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

萩
野
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

メ
イ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

映
像
市
’18

映
像
市
作
品
募
集

実
行
委
員
募
集

秋
川
渓
谷
戸
倉
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
２
周
年
記
念
事
業
　
青
い
目
の
人
形
特
別
展
示

今
年
も
や
り
ま
す
！
　
第
34
回
あ
き
る
野
映
画
祭

宴
会
で
の
食
べ
残
し
は

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
29
年
度
食
品
中
の

　
　
　
放
射
性
物
質
検
査
結
果

４
月
は
「
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
・

『
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
』
等

　
　
　
　
　
被
害
防
止
月
間
」

く
ら
し
の

便
利
帳
の
広
告

　
　
を
募
集
中

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
募
集

Ｂ
ｉ
＠
Ｓ
ｔ
ａ
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
基
礎
と
活
用
法
」

ビ
　
　
ス
　
　
タ

あ
き
る
野
菅
生
の
森
づ
く
り
協
議
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
菅
生
こ
ど
も
の
森
広
場
」
参
加
者
募
集

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

申
込
み
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
観

光
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
〒
１
９
０
ー

０
１
６
４
　
五
日
市
４
１
１
、
☎
５
９

５
・
１
１
３
５
）

し
し
ゅ
う

ト　
ン



　
３
月
22
日
、
市
教
育
委
員
会
は
新

た
に
２
件
の
文
化
財
を
指
定
し
ま
し

た
。

▽
森
山
神
社
本
殿
附
棟
札
３
枚
　
文

　
化
11
年
︵
１
８
１
４
年
︶
に
建
築

▽
日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師
　
表
の
と

　
お
り

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
50
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
16
日
㈪
か

　
ら
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

　
さ
れ
た
こ
と
や
建
築
に
関
わ
っ
た

　
大
工
が
棟
札
か
ら
明
確
で
あ
り
、

　
江
戸
時
代
後
期
の
本
殿
建
築
の
様

　
式
を
伝
え
る
社
殿
と
し
て
貴
重
な

　
も
の
で
す
。

　●

種
別
…
有
形
文
化
財
︵
建
造
物
︶

　●

所
有
者
…
森
山
神
社

▽
御
嶽
神
社
の
懸
仏
　
應
永
27
年

　
︵
１
４
２
０
︶
に
広
徳
寺
の
守
護

　
と
し
て
五
霊
神
社
︵
現
在
御
嶽
神

　
市
内
の
学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
自

主
的
に
企
画
・
運
営
・
実
施
す
る

﹁
市
民
企
画
講
座
﹂
の
企
画
提
案
を

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル

　
︵
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
市
民
で

　
構
成
︶

　
社
に
合
祀
︶
に
、
日
奉
氏
が
奉
納

　
し
た
こ
と
が
分
か
る
陰
刻
が
あ
り
、

　
中
世
の
あ
き
る
野
を
知
る
上
で
貴

　
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

　●

種
別
…
有
形
文
化
財
︵
歴
史
資
料
︶

　●

所
有
者
… 

宗
教
法
人
御
嶽
神
社

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課
文
化

　
財
係

※
個
人
で
の
応
募
も
可

▽
募
集
　
お
お
む
ね
７
講
座

▽
内
容
　
教
養
講
座
、
現
代
的
な
課

　
題
に
取
り
組
む
講
座
、
実
用
講

　
座
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
講

　
座
な
ど
で
、
公
共
性
の
あ
る
学
習

　
テ
ー
マ
や
内
容
で
あ
る
こ
と
︵
例

　
…
芸
術
文
化
を
学
ぶ
も
の
、
人
権

　
尊
重
に
関
す
る
も
の
、
暮
ら
し
に

　
役
立
つ
も
の
、
地
域
で
の
子
育
て

　
支
援
に
つ
な
が
る
も
の
、
ま
ち
づ

　
く
り
に
関
す
る
も
の
︶

※
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業
、
特
定

　
の
政
党
・
政
治
団
体
の
利
害
に
関

　
す
る
事
業
、
特
定
の
宗
教
・
特
定

　
の
教
派
・
宗
派
・
教
団
を
支
持
す

　
る
事
業
で
な
い
こ
と

▽
決
定
　
企
画
内
容
な
ど
を
総
合
的

　
に
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア

　
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
社
会
教
育
委

　
員
の
会
議
を
経
て
、
採
否
を
決
定

　
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
５
月
22
日
㈫
ま
で

　
に
、
申
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
直
接
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
中
央
公
民
館
で
配

　
布
し
ま
す

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成30年（2018年）４月15日　（６）

明
治
１
５
０
年
記
念
事
業

特
別
歴
史
講
座

「
あ
き
る
野
の
夜
明
け
前
」

　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
期
）

新
た
に
２
件
が

　
　
　
　
市
指
定
文
化
財
に
！

「
市
民
企
画
講
座
」

　
　
企
画
提
案
を
募
集
し
ま
す

（以下は広告枠です）

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

４月の休館日

○中央図書館　毎週金曜日と17日㈫

○東部図書館エル、五日市図書館、中央図書館増戸

　分室　毎週月曜日と29日㈰

「子ども図書館員｣（体験）

○日時　４月29日㈰①午前10時30分～正午、②午

　後２時～３時30分

○対象　市内在住・在学の小学校４年生～中学校３

　年生

○定員　各回４人（申込み順）

○申込み　電話か直接窓口で申し込んでください

○内容　カウンター体験、本の返却・配架

おはなし会

○日時　４月22日㈰　午前11時～11時30分

人形劇（ボランティアグループ・わらべうたサーク

ル）

○演目　「おむすびころりん」

○日時　４月22日㈰　午後２時～２時30分

○対象　幼児～小学生

わらべうたのじかん

○日時　４月23日㈪　午前11時～11時20分

○対象　０歳から３歳までの子どもとその保護者

子ども読書の日

　４月23日㈪の「子ども読書の日」にちなみ、あ

きる野市図書館では、４月18日㈬から５月31日㈭

までを「『本って楽しいな』子ども読書の日推進事

業」の期間とし、各館で関連事業を実施します。

「小学生わくわくハッピーパック」

○期間　４月18日㈬～５月６日㈰

※なくなり次第終了

○場所　中央図書館50セット、東部図書館エル30

　セット、五日市図書館25セット、増戸分室20セ

　ット

ボランティアおはなし会（絵本とおはなしの会）

○日時　４月22日㈰　午前11時～11時30分

ひよこのおはなし会

○日時　４月26日㈭　午前11時～11時20分

○対象　１歳から３歳までの子どもとその保護者

みんなでかざろうじどうしつ「おべんとうのじか

んですよ」

○日時　４月28日㈯　午後３時～午後４時

○内容　紙や毛糸など身近な材料で本物そっくり

　なお弁当を作ります。

○対象　幼児～小学生（幼児は保護者同伴）

ボランティアおはなし会（おはなしタ・ン・ト）

○日時　４月25日㈬　午後３時～３時30分

明治150年・五日市憲法草案発見50年記念事業

ギャラリー展示「五日市憲法草案」

　都指定有形文化財の「五日市憲法草案」原本の

一部とパネルの展示を行います。

○日時　４月28日㈯～５月６日㈰　午前10時～午

　後８時（土曜・日曜日、祝日は午後６時まで）

○場所　中央図書館１階エントランスホール

人形劇「おむすびころりん」

○日時　４月15日㈰　午後２時～２時30分

○演者　わらべうたサークル

子ども読書の日推進事業

おはなし＆工作教室「こいのぼりをつくろう」

○日時　４月21日㈯　午後２時～３時30分

○内容　おりがみでこいのぼりをつくります。

○対象　小学校低学年

○定員　16人（申込み順）

○申込み　電話か直接窓口で申し込んでください。

わらべうたのじかん

○日時　４月26日㈭　午前11時～11時30分

○対象　０歳から３歳までの子どもとその保護者

中央図書館（☎558−1108）

東部図書館エル（☎550−5959）

五日市図書館（☎595－0236）

表　明治１５０年記念事業　特別歴史講座（第１期）

第１回

日　時 テーマ 講師

４月28日㈯

午後１時30分～３時

５月19日㈯

午後１時30分～３時

幕末のあきる野
～日本の開国とその
　後の混乱の中で～ 清水浩さん

(あきる野市
文化財保護
審議会委員）

明治の藩閥
　専制政治のもとに
～「近代化」とは
　　何かを考える～

第２回

つ
け
た
り
む
な
ふ
だ

か
け
ぼ
と
け



日
５
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
頃
／
場
南
沢
あ
じ
さ
い
山
︵
深

沢
３
６
８
外
︶
／
内
48
年
間
、
た
っ

た
一
人
で
植
え
続
け
、
１
万
株
の
あ

じ
さ
い
が
咲
く
観
光
名
所
﹁
南
沢
あ

じ
さ
い
山
﹂
を
創
っ
た
秋
川
渓
谷
の

花
咲
か
爺
さ
ん
こ
と
、
南
澤
忠
一
さ

ん
が
88
歳
︵
米
寿
︶
を
迎
え
ま
す
。

お
祝
い
を
兼
ね
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
﹁
南
沢
あ
じ
さ
い
山
﹂
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
９
日
㈯
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
あ

じ
さ
い
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
あ
じ

さ
い
山
を
ぐ
る
り
と
一
周
！
イ
ベ
ン

ト
特
設
会
場
に
て
飲
食
ブ
ー
ス
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス
、
地
元
の
方

々
に
よ
る
音
楽
ス
テ
ー
ジ
。
そ
し
て
、

ち
ゅ
う
い
っ
ち
ゃ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
で
は
、
約
半
世
紀
に
渡
る
活
動
と

若
者
た
ち
に
引
き
継
が
れ
た
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
／
対

ど
な
た
で
も
／
費
無
料
︵
会
場
で
の

飲
食
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
有
料
︶

／
主
南
沢
あ
じ
さ
い
山
運
営
委
員
会

／
問
南
沢
あ
じ
さ
い
山
運
営
委
員
会

　
高
水
︵
☎
０
８
０
・
５
０
５
５
・

１
９
２
６
︶

日
５
月
26
日
㈯
、
７
月
14
日
㈯
　
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
／
場
あ
き
る
野

ル
ピ
ア
３
階
産
業
情
報
研
修
室
／
内

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
た
め

に
、
成
年
後
見
人
等
が
、
本
人
に
代

わ
っ
て
財
産
管
理
や
契
約
手
続
き
等

を
行
う
成
年
後
見
制
度
を
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
実
際
に
成
年
後
見

人
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
い
る
弁
護

士
や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
か
ら

話
を
聞
き
、
一
緒
に
学
び
ま
す
。
／

講
秦
英
準
さ
ん
︵
弁
護
士
︶
な
ど
／

対
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

／
定
40
人
︵
申
込
み
順
︶
／
問
あ
き

る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支

援
係
︵
☎
５
３
３
・
３
５
４
８
︶

内
水
道
局
多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
込
み
可
／
問
水
道
局
多
摩
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
［
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時
︵
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
︶
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
・

０
９
１
・
１
０
０
、
☎
５
４
８
・
５

１
０
０
︶
］

（７）　平成30年（2018年）４月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

ネット
ワーク
官公庁

などからの
お知らせ

日
日
時
︵
時
間
は
24
時
間
表
示
︶
／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師
／

入
入
会
金
／
会
会
費
／
費
費
用
／
他

そ
の
他
／
問
問
合
せ

日
毎
週
水
曜
日
　
19
時
30
分
〜
21
時

30
分
、
毎
週
土
曜
日
　
15
時
30
分
〜

17
時
30
分
／
場
中
央
公
民
館
／
活
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
基
礎
、
独
奏
合
奏

練
習
、
市
民
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
発
表
会
。
募
集
詳
細
ポ
ス
タ
ー

・
チ
ラ
シ
は
中
央
公
民
館
に
掲
示
／

会
月
千
円
／
問
千
葉
☎
０
９
０
・
６

５
０
３
・
５
８
７
９

（以下は広告枠です）

市
民
の
ひ
ろ
ば

掲
載
に
関
す
る
問
合
せ

市
長
公
室

　
　
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９

講

演

会

な

ど

活
動
内
容
の

　
　
　
お
知
ら
せ

会

員

募

集

凡
例
…
日
日
時
／
場
場
所
／
内
内
容

／
講
講
師
／
対
対
象
／
定
定
員
／
申

申
込
み
／
費
費
用
／
持
持
ち
物
／
他

そ
の
他
／
主
主
催
／
問
問
合
せ

「
南
沢
あ
じ
さ
い
山
を
創
っ
た

　
花
咲
か
爺
さ
ん
88
（
米
寿
）

　
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

成
年
後
見
制
度
講
座

「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
学
ぼ
う
（
制
度
・

　
　
　
事
例
編
）
」
（
全
２
回
）

水
道
使
用
の
開
始
や

　
　
　
　
　
　
中
止
の
と
き
は

小さな子どものための
おさんぽ会

　春から夏へ、木も草も虫も子ども達

も、日ごとにぐんぐん成長していく季

節。大澄山周辺をのんびり歩いて、足

もとの小さな自然を感じ、出会いを楽

しみます。

○日時　５月13日㈰　午前10時～11

　時30分

○場所　草花会館（草花1781－４）

○対象　市内在住の子どもとその保護

　者（未就学児向けの内容です）

○定員　10組（申込み順）

○持ち物など　飲み物、おやつ、雨

　具、長袖、長ズボン、帽子、歩きや

　すい靴

○費用　１人50円（保険代含む）

○その他　終了後、昼食会をします。

　おさんぽ

　会の感想

　や子ども

　の様子な

　ど、参加

　者の皆さ

　んでおし

　ゃべりし

　ませんか（参加できる方は弁当をお

　持ちください）。

※雨天の場合は、内容を変更して開催

　します。

※詳しくは、市ホームページを　ご覧

　ください（ホームページのサイト内

　検索で「おさんぽ」と入力）。

○申込み方法　５月８日㈫までに電話

　で申し込んでください。

○企画・運営　あきる野市環境委員会

　森のようちえん部会

○申込み・問合せ　環境政策課環境政

　策係（☎５９５−１１１０）

森林レンジャーがゆく森林レンジャーがゆく
新種アオキ？新種アオキ？ （80）

　ニホンジカの生息域調査を
盆堀の逆沢でしていたときの
ことです。シカの食痕のアオ
キを調べていると、幹肌はア
オキのよう（緑色の軸に白っぽ
い樹皮が斑状についている）
ですが、葉が違う木を見つけ
ました。アオキのような柔ら
かい葉ではなく硬い葉で、細
かい鋸歯（葉の縁のギザギザ）
があり、手で触れると痛いほ
どしっかりしている葉でした。
普通のアオキの葉にも荒い鋸
歯があるのですが、葉自体が
柔らかくまったく痛くないの
で違う葉であるのがわかりま
す。しかし、アオキの葉は変
異が大きく、ほとんど鋸歯を
持たない個体から大きな鋸歯
を持つ個体まで様々です。そ
して、すぐ近くの今熊山周辺
では、大きな鋸歯の個体郡が
見られることから、見つけた
葉はアオキの葉の変異で、シ
カの食害に対する防衛本能で
葉肉を厚く硬くしたと考えま
した。
　ヒイラギの葉にも大きな鋸
歯がトゲ状にあり、シカなど
の外敵に葉を食べられないよ
うにトゲのある葉に進化した
といわれています。シカの首
が届かない高さまで成長する
と鋸歯がなくなり丸い葉が出
現することからも、外敵によ
る食害などのストレスが鋸歯
出現の大きな要因であること
が伺えます。ヒイラギの生垣
などは剪定を繰り返すと同じ
ようにストレスを感じてトゲ
のある葉が出続けるため、防
犯効果の高い生垣ができるそ
うです。実際に、逆沢で見つ
けた新種のアオキもシカの採

食を受けていないことや幹肌
がアオキそのものだったこと
から、疑いを持つことなくア
オキの変種だと思ってしまい
ました。しかし、植物の同定
（分類）に詳しい友人にこの
葉を見てもらったら、「タラ
ヨウの葉だ」と一言で片付け
られてしまいました。タラヨ
ウの自然分布は静岡県以西と
なっており、温暖な気候を好
む種類なので、まったく頭に
浮かびませんでした。しかし、
逆沢の尾根向こうには広徳寺
があり、そこには東京都の文
化財に指定されているタラヨ
ウの巨木があります。初冬に
赤い実を付け、鳥などが種を
運び発芽して育ったと考えら
れます。目が慣れてくるとア
オキの群落の中に、このタラ
ヨウの幼木を３株ほど見つけ
ることができましたが、その
範囲は３００～４００ｍ程で
した。不思議なことに、この
範囲外では、まだタラヨウの
幼木は見つかっていません。
（杉野）

秋
川
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

日
毎
月
第
１
土
曜
日
　
13
時
〜
17

時
／
場
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
ィ

レ
／
活
精
神
障
が
い
な
ど
心
の
病

を
持
た
れ
た
当
事
者
に
よ
る
会
で

す
。
／
会
年
１
２
０
０
円
／
問
森

田
☎
０
７
０
・
６
４
８
７
・
４
３

１
５

精
神
障
害
当
事
者
会
シ
ャ
ト
ル

日
４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
　
９
時

〜
16
時
／
場
マ
ル
モ
秋
川
本
店

︵
引
田
５
４
１
︶
／
費
無
料
／
他

山
野
草
約
１
５
０
点
を
展
示
。
先

着
２
０
０
人
に
山
野
草
の
苗
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
／
問
五
日
市
や
ま
く
さ

会
　
高
水
☎
５
９
５
・
１
２
３
１

五
日
市
や
ま
く
さ
会
山
野
草
展

日
４
月
30
日
㈪
　
15
時
30
分
開
演

／
場
府
中
の
森
芸
術
劇
場
／
費
千

円
／
他
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ッ
プ
ス

ス
テ
ー
ジ
／
問
東
海
大
学
菅
生
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
　
加
島
☎
５
５

９
・
２
２
０
０

第
25
回

　
　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

活
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
乳
が
ん
自
己

検
診
を
４
月
19
日
㈭
二
宮
地
区
会

館
で
13
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
／
問

影
山
☎
５
５
８
・
８
２
８
２

三
多
摩
健
康
友
の
会
秋
流
支
部

日
毎
週
水
曜
日
︵
月
４
回
︶
　
17
時

〜
20
時
／
場
中
央
公
民
館
／
活
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
の
合
奏
の
練
習
。
童
謡
、

ナ
ツ
メ
ロ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
演
歌
等
幅

広
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
／
会
月
１

５
０
０
円
／
問
松
木
☎
５
５
９
・
６

１
４
０

秋
川
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル

日
毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
　
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
／
場
中
央
公
民
館

／
活
漢
詩
鑑
賞
。
自
作
・
自
書
の
漢

詩
で
掛
軸
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
／
会

月
５
０
０
円
／
問
木
元
☎
５
５
９
・

５
９
３
６

あ
き
る
野
市
漢
詩
学
習
会

だいちょうさん

さかざわ

きょし

せんてい

　スマートフォン
などからコードを
読み取ることで水
道使用の開始や中
止をすることがで
きます。

祝
　
森
井
大
輝
選
手
（
市
民
栄
誉
賞
受
賞
者
）
　
銀
メ
ダ
ル
獲
得
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー



　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
で
助
け
合
い
な
が

ら
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や
送
迎

な
ど
の
子
育
て
の
相
互
援
助
活
動
を

す
る
会
員
組
織
で
す
。
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
・
育
児
の
援
助
に
関
心
の
あ
る

方
︵
提
供
会
員
︶
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
方
︵
依
頼
会
員
︶
を
対

象
に
事
業
説
明
会
と
提
供
会
員
養
成

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
・
受
付
時
間

　●

８
日
㈫
・
24
日
㈭
・
29
日
㈫
…
午

　
前
９
時
〜
10
時

　●

28
日
㈪
…
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
30
分

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
内
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
口
の
中

　
の
健
康
診
断

▽
対
象
　
４
歳
未
満
の
子
ど
も

▽
定
員
　
45
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
☎
５
５
８
・
５
０
９

　
１
︶

　
提
供
会
員
と
し
て
育
児
の
援
助
を

し
た
い
方
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で

す
。
講
習
会
を
修
了
し
た
方
で
提
供

会
員
の
登
録
を
し
た
方
が
援
助
活
動

を
す
る
こ
と
が
き
ま
す
。

▽
日
時
な
ど
　
表
の
と
お
り

▽
場
所
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

　
ー
会
議
室
・
研
修
室

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で

　
育
児
の
援
助
を
し
た
い
方

▽
日
時
　
５
月
15
日
㈫
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
11
時
30
分
︵
10
時
20
分
か

　
ら
受
付
︶

▽
場
所
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

　
ー
会
議
室

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
、
活
動
に
関

　
心
の
あ
る
方

▽
持
ち
物
　
入
会
登
録
を
希
望
す
る

　
方
は
、
は
ん
こ
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
。

▽
定
員
　
15
人

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▽
費
用
　
１
４
０
０
円
︵
普
通
救
命

　
講
習
︶

▽
申
込
み
方
法
　
５
月
15
日
㈫
ま
で

　
に
電
話
か
事
業
説
明
会
会
場
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５

　
５
０
・
３
８
５
５
︶

▽
ご
っ
く
ん
︵
１
回
食
︶
コ
ー
ス
　

　
離
乳
食
の
開
始
時
期
と
１
回
食
の

　
進
め
方
、
身
近
な
食
材
か
ら
簡
単

　
に
作
れ
る
離
乳
食
づ
く
り
の
実
演

　
と
試
食

　●

期
日
…
５
月
24
日
㈭

　●

対
象
…
お
お
む
ね
４
か
月
か
ら
６

　
か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

▽
も
ぐ
も
ぐ
・
か
み
か
み
︵
２
・
３

　

回
食
︶
コ
ー
ス
　
２
回
食
、
３
回

　
食
の
進
め
方
、
取
り
分
け
食
か
ら

　
の
離
乳
食
づ
く
り
の
実
演
と
試
食

　
コ
ー
ス

　●

期
日
…
５
月
９
日
㈬
、
６
月
６
日

　
㈬

　●

対
象
…
お
お
む
ね
６
か
月
か
ら
９

　
か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

▽
時
間
　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15

　
分
︵
10
時
か
ら
受
付
︶

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
定
員
　
12
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
そ
の
他
　
保
育
室
あ
り
︵
定
員

　
12
人
、
対
象
乳
児
の
み
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
☎
５
５
８
・
５
０
９
１
︶

▽
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
ク
ラ
ス
︵
１

　

日
目
︶
　
妊
娠
中
の
心
と
体
の
変

　
化
と
お
産
の
話
、
妊
婦
体
操
、

　
﹁
マ
マ
や
パ
パ
に
な
る
自
分
を
イ

　
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
！
﹂
で
す
。

　●

期
日
…
５
月
17
日
㈭

▽
食
べ
て
・
歯
っ
ぴ
い
ク
ラ
ス
︵
２

　

日
目
︶
　
歯
科
健
診
︵
妊
婦
の
方

　
の
み
︶
、
歯
科
医
師
か
ら
﹁
妊
娠

　
中
の
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て
﹂
、

　
歯
科
衛
生
士
と
話
そ
う
、
妊
娠
中

　
の
食
生
活
︵
試
食
付
︶
で
す
。

　●

期
日
…
５
月
31
日
㈭

▽
子
育
て
準
備
ク
ラ
ス
︵
３
日
目
︶

　
保
育
の
ポ
イ
ン
ト
、
体
験
︵
赤
ち

　
ゃ
ん
の
お
風
呂
、
お
む
つ
交
換
、

　
妊
婦
体
験
︶
、
妊
娠
期
か
ら
の
絵

　
本
の
活
用
で
す
。

　●

期
日
…
６
月
７
日
㈭

▽
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
対
象
　
妊
娠
週
数
が
お
お
よ
そ
20

　
週
か
ら
35
週
︵
出
産
予
定
日
が
平

　
成
30
年
７
月
か
ら
９
月
︶
ま
で
の

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

▽
定
員
　
30
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
☎
５
５
８
・
５
０
９
１
︶

▽
遊
び
な
が
ら
体
を
知
ろ
う
！
　
成

　
長
に
大
切
な
体
の
動
か
し
方
、
使

　
い
方
な
ど
を
知
り
、
親
子
で
楽
し

　
く
遊
び
ま
す
。

　●

日
時
…
４
月
26
日
㈭
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

　●

講
師
…
髙
岸
祐
幸
さ
ん
︵
ア
ス
ポ

　
ル
ト
指
導
員
︶

　●

対
象
…
１
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保

　
護
者

　●

持
ち
物
な
ど
…
飲
み
物
、
動
き
や

　
す
い
服
装

▽
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
か
か
わ

　

り
　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児

　
や
お
母
さ
ん
の
食
事
の
大
切
さ
を

　
学
ん
だ
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
や
お
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　●

日
時
…
５
月
11
日
㈮
・
23
日
㈬
、

　
６
月
５
日
㈫
︵
全
３
回
︶
　
午
前

　
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

　●

講
師
…
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、

　
図
書
館
司
書

　●

対
象
…
第
１
子
︵
生
後
３
か
月
〜

　
５
か
月
︶
と
そ
の
母
親

　●

持
ち
物
…
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

▽
場
所
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

　
ー
研
修
室

▽
定
員
　
各
講
座
15
組
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
４
月
16
日
㈪
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
事
業

　
係
︵
☎
５
５
０
・
３
３
６
１
︶

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成30年（2018年）４月15日　（８）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
事
業
説
明
会
」
「
提
供
会
員
養
成
講
習
会
」

５
月
の
乳
幼
児
歯
科
健
診

に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
平
日
コ
ー
ス
（
３
日
制
）

事
業
説
明
会

提
供
会
員
養
成
講
習
会

表

5月18日㈮

期　日 講義内容／講師／時間

5月23日㈬

5月28日㈪

6月1日㈮

・オリエンテーション／アドバイザー…午前10時～10時30分
・子どもの心理と親の心理／臨床心理士…午前10時30分～午後0時30分
・子どもの健康と日常のお世話／保健師…午後1時30分～3時
・子どもの安全と応急手当（普通救命講習）／東京防災救急協会…午後1時～4時
・育児の援助者として～保育の心／臨床発達心理士…午前10時～正午
・子どもの遊び／保育士…午後1時～2時30分
・援助活動体験談／アドバイザー…午後2時40分～3時10分
・子どもの栄養と食事／管理栄養士…午前10時～正午
・いろいろな子どもとのお付き合い／都立あきる野学園教諭…午後1時～3時
・援助活動を始めるにあたって／アドバイザー…午後3時10分～4時10分

（以下は広告枠です）

東京のふるさと　あきる野東京のふるさと　あきる野観光情報

あきる野市観光ボランティアガイド案内再開！

春の秋川渓谷イベント情報

ボランティアガイド概要

　４月より武蔵五日市駅を拠点に、秋川渓谷の観光スポットを案
内する「観光ボランティアガイド」が活動を再開します。初めて
秋川渓谷を訪れる観光客の方にも気軽にご利用いただけるよう、
当日受付の案内も実施します。お越しの際は、ぜひ秋川渓谷観光
情報コーナーへお立ち寄りください。

○案内日　４月から11月の土
　曜・日曜日、祝日の午前中
　（８月を除く）

※当日の状況でガイドが不在の
　場合があります。
○サービス内容　四季折々の秋
　川渓谷の観光スポットの案内
○料金　無料

大悲願寺御開帳
　「木造伝阿弥陀如来三尊像」
（国重要文化財)が、年に一度
ご開帳します。
○日時　４月21日㈯　午前11
　時～、午後３時～、22日㈰　午後１時～、午後３時～
○場所　大悲願寺（横沢134）
○問合せ　大悲願寺（☎596−0141）

　一足先に夏気分を楽しめる「東京サマーランド」で、あきる野
市内在住・在勤・在学の方を対象に、特別優待料金でご利用でき
る市民デーを開催します。
○日時　６月２日㈯・３日㈰　午前９時から午後６時（プールの
　営業は午後５時まで）
○場所　東京サマーランド（一部エリアを除く屋内外プール・遊

あきる野市民デーin東京サマーランド

秋川渓谷観光情報コーナー

　ＪＲ武蔵五日市駅構内に、
情報コーナーを設置していま
す。秋川渓谷の観光情報の発
信や観光パンフレットを設置
しています。

○サービス内容
・パンフレットの掲出
・季節のポスター掲示
・デジタルサイネージによる
　観光案内
○問合せ　観光まちづくり推
　進課（☎595−1135）

５月の市民相談（予約制・無料）

○市役所
　●法律相談…８日㈫・22日㈫
　●交通事故相談…９日㈬
　●相続・遺言など暮らしの手続相談…11日㈮
　●税務相談…14日㈪
　●登記相談…18日㈮
　●行政相談…23日㈬
○五日市出張所
　●法律相談…10日㈭
　●人権身の上相談…25日㈮
○時間　午後１時30分〜４時30分
○予約　法律相談は、相談日の７日前の午
　前８時30分から電話で受け付けます。な
　お、10日㈭の法律相談は、５月７日㈪か
　ら受け付けます。また、法律相談以外の
　相談は、随時受け付けます。

　相談先が不明な場合や日常の悩みごとな
どに市職員が担当窓口のご案内や専門の相
談員を紹介する等解決に向けたお手伝いを
します。
○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係
　（直通５５８−１２１６）

予約制の相談

その他の相談（随時）

﹁
こ
こ
る
の
﹂
子
育
て
情
報

︵
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
２
階
︶

　園地エリア）
○対象　市内在住・在勤・在学
　の方（証明できるもの１枚に
　つき、５人まで）
○料金　表のとおり
○利用方法　チケット売り場で
　市内在住を証明できるもの
　（免許証・保険証・社員証・
　学生証など）を提示し、チケ
　ットを購入。
○問合せ　東京サマーランド予
　約センター（☎558−6511）

※利用可能施設
　入園券：入園＋屋内プール＋湯遊大洞
　　　　窟（温浴施設）+屋外プール
　フリーパス：入園券内容＋のりもの乗
　　　　り放題（コイン遊戯機は除く）

区分（特別優待料金）

入園券（無料）

フリー
パス

大人（1,700円）

小学生（1,300円）

幼児・シニア（1,300円）

納
税
等
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い




